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近頃思う事

関東蒲生会会長 小倉 收
関東蒲生会会員の皆々様、ご健勝にてお過ごしの事とお慶び申し上げます。

私は、本年３月末日をもって定年を迎えて、現在７１歳になりました。
私は、読書や釣り、詩吟や囲碁などの多くの趣味を持っておりますが、中でも家庭菜園は、約４０年間続けており
ます。１０年程前からは、田んぼも始めました。
今では、畑を約３反(約1000平方メ－トル)、田んぼを約６反(約2000平方メ－トル)耕作しております。もちろん、ト
ラクタ－などの機械類もそろえております。
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思うに昨年は、田畑の雑草が茂って、特に田んぼの稗取
りには大変な苦労をしました。
ほとんど毎日のように、田畑の草取りやウンカなどは手袋
をして、たたいて駆除したりして、大変な労力を払いました。

今までは、それ行け・やれ行けと田畑を広げて来ましたが、
先日軽い熱中症になり、体力の衰えを痛感し、歳には勝て
ないことを思い知らされました。

来年からは、田畑も少し減らしたり、無農薬にこだわらずに減農
薬にでもしないと、体力が持たないのではないか？とか、農薬を使
うくらいなら・・・、地球環境の悪化が叫ばれる中、大幅に減らさな
いと・・・など、色々と考えさせられる昨今であります。

関東蒲生会会員の皆様方も、多方面にてご活躍され、色々な趣
味や特技に精を出されていることとは思いますが、決して無理され
ることの無いようにお願い致します。

今年も田植えを終えて、稲はもち米・うるち米ともにすくすくと
育っております。
先日、早朝に田んぼの水回りのチェックに出かけたところ、近
くの田んぼでドジョウが白いお腹を出したり、くるくる回って苦し
んでいました。 私は急いで私が作っている田んぼに放して
やったところ、間もなく元気に成って泳ぎ始めました。ドジョウは、
誰かが農薬を散布したのかも？と思いました。

そう言えば、私は除草剤や殺虫剤は使わずに無農薬を基本
にしていますが、近くのほとんどの人は、除草剤や殺虫剤を使
用されています。

特に関東蒲生会は、日本一の巨木・大楠のように、大地にどっしりと腰を下ろしながら、素晴らしい故郷を思い出し、
お互いに励ましあい、親睦を図り、思い出などを語りあえる、楽しく且つ有意義なものにしたいと願っております。



活動報告

関東蒲生会幹事長 山下 憲男
1. 関東姶良市ふるさと会設立総会・懇親会(蒲生会出席者60名参加)

平成26年10月12日(日) 13:00～ 東海大学校友会館 霞が関ビル35階

2.第18回渋谷・鹿児島おはら祭り
平成27年5月17日 おはら祭り 渋谷道玄坂・文化通り 踊りパレード 13:00～16:00
合同懇親会 三州倶楽部(蒲生会20名参加) 16:30～

3.第一回総会準備（平成27年6月27日）
総会開催のための企画、準備日程の確認、桜基金の継続、関東蒲生会会員名簿の発行ならびに
これらの費用にあてる関東蒲生会運営寄付金の募集、かわら版の発行などの決定を行う。

4.第二回総会準備会（平成27年8月22日） 総会案内の準備と総会・懇親会案案内状の発送
同封資料：案内状、かわら版、寄付金振込用紙、返信用ハガキなど約450通の案内発送作業。
以降予定 第三回総会準備会 9月26日(土) 10:00～12:00 三州倶楽部

5. 関東蒲生会 27年度総会懇親会10月17日(土)   受付12:30～13:00  総会・懇親会13:00～16:30 三州倶楽部

＜関東蒲生会運営寄付金のお願い＞

ご承知のように関東蒲生会は年一回の総会・懇親会で会員相互の親睦と町との交流を主な役割としてまいりま
した。引き続き今後の運営も総会での決議に基づき続けてまいる所存でございます。
一方、今回の総会・懇親会のご案内も含めた、通信費、印刷費、会議室使用料など１年間の維持運営を総会参
加者の会費の中から捻出し、不足分は有志の寄付と幹事一同のボランティアで賄っているのが実情でございます。
引き続き、関東蒲生会の会員の方々から広く運営寄付金の募金を募っております。関東蒲生会の有志の方々に
寄付を賜りますようお願い申し上げます。 （振込用紙を同封してあります）

姶良市・市政功労者表彰受賞 報告

関東蒲生会会員の皆様、お変わりなくご健勝のことと拝察いたしており
ます。
この度５月１６日の姶良市市政５周年記念式典への参加要請を受けて
関東蒲生会を代表して参列いたしました。席上、図らずも右に紹介しまし
た「市政功労者表彰」なるものを受賞しましたので報告します。
本表彰は私が会長として勤めました関東蒲生会の10年間の活動が評
価されての結果であり、関東蒲生会だけが表彰されたものです。
よって本表彰は会員の皆々様のご支援ご協力により頂いたもので、こ

こに感謝の意を表し、報告させていただきます。
また、これを機会に関東蒲生会が小倉会長のもと益々発展いたします
よう期待いたしております。

関東蒲生会名誉会長 満田泰啓



3回目の参加となる今年のおはら祭りには、関東姶良市おどり連（姶良、加治木、蒲生）から３０名、故郷姶良市から
笹山姶良市長始め３０名が参加し、総勢60名の「あいらびゅー踊り連」として「優勝をめざしてチェスト！」の掛け声と共
にスクラムを組みました。
文化村通りBゾーンから１３：２０踊りスタート、おはら節、渋谷音頭の審査対象曲を踊り、渋谷１０９の本部席前で踊り、
道玄坂の登りにかかり、踊りながら坂道を登る事の大変さを、今年はふくらはぎが攣るほど味わった2時間半の踊りパ
レードでした。

今年は参加連数６５、参加人数2500名を超える賑わいで、当日のプログラムの裏面に英文の案内も出たように、世界
中の旅行者に一番人気のSHIBUYA ハチ公、１０９前のスクランブル交差点を通行止めにして行われるビッグイベント
でした。
多少気持ちのゆとりもあり、ドイツ、オランダ、オーストラリア、イギリス等の若者達が飛び入り出演の屋久島舞扇流や、

18回連続参加の渋谷区民謡舞踊連盟など、他の参加連との国際交流ができた事も良い経験となりました。

踊りパレードに参加の皆様、給水や交通整理のボランティアとして参加の皆様、上天気の沿道で応援してくださった皆
様、受賞は逃しましたが夜の部の懇親会を大いに盛り上げて頂いた皆様、沢山の皆さま方のご協力、ご声援 あいが
ともさげもした！

来年の渋谷・鹿児島おはら祭りは２０１６年5月15日(日)に開催予定ですが、その前に
天文館おはら祭りが今年の11月3日（火）文化の日に鹿児島で開催されます。

ご一緒に天文館で踊いもんそ！！

第１8回渋谷・鹿児島おはら祭り(2015年5月17日)

関東蒲生会副会長 久冨木 文子

これは昨年の天文館おはら祭りです。
関東姶良市おどり連長 久冨木 文子



関東蒲生会のホームページをご覧下さい。

全国の各地にお住まいの蒲生出身者、蒲
生に縁の方々も自由に閲覧・投稿できます。
このホームページには総会・懇親会時の写
真や関東姶良市ふるさと会も色々と投稿さ
れております。

ホームページ
http://www.kamoukai.com

メールアドレス
office@kamoukai.com

関東蒲生会のホームページ

六月灯に思う
関東蒲生会幹事 前田 明美

蒲生にいたおてんば盛りの幼い頃、7月が近づくと、もぞもぞと落ち着か
なくなる。それは六月灯のシーズン到来！7月にあるのに何で「ろっがっど
う」かね？何で「ろっがっどう」ち言うとかね？などと小さな疑問も持ちつつ
心待ちにしていたものだった。

六月灯は、旧薩摩藩領地域で行われる夏の風物詩で、その由来は諸説
あるそうだ。古来日本では仏像をもって神体とする神仏習合の傾向にあ
り、寺院で始まった灯籠奉納が神社に広がった。忠久の供養に家臣が灯
籠に灯をともしたことが、庶民に広まったとも言われ、また牛馬の疫病や
田の害虫駆除が民間の行事に変化したものとの説もある。

この時代もちろん電気も街灯も無いのだから、ある意味幻想的であっただろう。もしかしたらそれが、蒲生の「ろっ
がっどう」にも通じているのかもしれない。「ろっがっどう」はいわゆる盆踊りとか縁日とはどこか違うように思う。

とはいえ、おてんば盛りの頃には、あちこちの「ろっがっどう(ろっがっど
う荒し）」によく行った。中でも蒲生はっまん様のは、夏を飾る一大イベン
トだったので、もぞもぞ度は最高潮だった。

その頃は灯籠奉納に思いを巡らせることもなく（ぼっけもん）蒲生市を思
わせるような露店の賑わいに、ただただ舞い上がり、風船ヨーヨーを手
始めに、しんこだんごやらイカ焼きやら握りしめ、またまたニンマリとして
いた、大好きで、待ち遠しい夜でした。
灯籠がずんばい飾ってあったな～と今更ながら思い出す。

そういえば幼き頃、部落の祠（道祖神？）の扉が、この時季開か
れ、その石段には灯籠が灯されていた記憶がある。それが庶民
に広まったとか、さらに人馬の息災や害虫の根絶を祈ってされた
とか、それが地域ごとの「ろっがっどう」だったのだろう。

その頃の私は、開かれた祠の中をこわごわと覗きこみ、びんたを
ちょろっと下げ、袋入りのかき氷をもらってニンマリとする、一年に
一度のお楽しみという感じで、「ろっがっどう」の意味などなにも考
えてもいなかった。それからもう一つ、19代光久の時代、観音堂
の再建をした折、沿道を灯籠の火で道灯りしたと言われこの日が
6月16日とも言われている。

おてんば盛りを過ぎ、おばさん盛りとなった今、もう何十年「ろっ
がっどう」に触れてないことだろう。折あらば、灯籠愛で（めで）し
んこだごに焼酎で7月の一大イベントに触れたいと思う。
おばさん盛りになった今も、7月になると、もぞもぞとしてくる。


